
第１号様式（第５条関係）

受付番号

葛 飾 区 長 宛て

フリガナ

氏　　　名

〒　　　　-

電話番号 （ ）

携帯電話 - -

（日中に連絡がとれる連絡先を記入してください。）

建物所有者

□一戸建ての住宅　　□兼用住宅（1／3以上が住宅）
□長屋              □共同住宅

□木造２階建て以下で在来軸組工法

年 月

（1） 派遣対象建築物に係る登記事項証明書の写し

（2） 固定資産税・都市計画税納税通知書及び課税証明書の写し

（3） 地方税法（昭和25年法律第226号）第387条第１項に規定する土地名寄帳及び家屋名寄帳の写し

 □上記の内容に同意します。

※診断希望日は後日、連絡がある耐震診断士と調整をしてください。

　　　　　　－

建築年月

 私は、耐震診断士の派遣を受けるため、以下の事項について同意し、本申請書を提出いたします。

申 請 者

　次に掲げる書類その他の資料であって、派遣対象建築物の所有者及び区分所有者全員、所在並びに建
築年月日が確認できるもの、下記のいずれか１点

番

  ※この欄は申請者と所有者が異なる場合のみ記入してください。

木造住宅耐震診断士派遣申請書

　葛飾区木造住宅耐震診断士派遣事業実施要綱の規定に基づく耐震診断を受けたいので、
同要綱第５条に基づき、次のとおり申請します。

住　　　所

連　絡　先

年　　月　　日

※ご同意いただく場合、☑をお願いいたします。☑がない場合、耐震診断士の派遣を受けることができません。

 １．本申請書は私自身が作成し、記入した個人情報を区が委託する事業者に提供すること。
 ２．耐震診断士が耐震診断を行うために、建物内部に立ち入ること。

備 　考 　欄 受付印

号

派遣対象建築物の
情報

※該当する内容に
☑をしてください。

建 物 用 途

規模・工法
対象外：一部鉄骨造等の混構造・２ × ４ 工法・パネル工法

申請に必要な添付書類

派遣対象
建 築 物

申請者からみた
所有者との関係

建 物 住 所
（住居表示）

葛飾区 丁目

カツシカ　ハナコ

葛飾　花子
124    0012

東京都葛飾区立石５－13－１

03      3695      1111

葛飾　太郎

父

立石　　５　　　　13　　　　１

✓

昭和56　　　　　４

✓

記入例 ※申請日は担当職員にご確認ください

※所有者全員の氏名をご記入ください
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